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からは水平振動のオートをマニュアルに切

り替え最初の一往復のみを水平振動で、そ

れ以外は振動無しで施工したところ空隙が

よりよいものとなった。

３．反省点

アスファルト合材の温度低下は思ってい

た以上に少なく転圧温度は確保できたため

空隙の少なさは過転圧が原因だと考えられ

た。反省としては寒冷期の施工ということ

とポーラスアスファルトH型－Fという特

殊な合材を使用するため初期転圧で密度を

確保しようとしてあまりにも締め固め力の

高い機械を必要以上にいれてしまったこと

が原因だと思われる。

普通のフィニッシャーと水平振動ローラ

ーの組み合わせや高締め固め型フィニッシ

ャーとロードローラーの組み合わせなどい

ろいろ考えられたが現場条件や施工性を考

えて安易によい機械をいれればよりよい舗

装ができると考えてしまったことも反省と

して挙げられる。

今後同じような舗装工事を施工すること

が考えられるため今回の工事での反省をふ

まえて機械の組み合わせなども考慮して、

よりよい物を作りだしていく施工体制を築

いていきたいと考える。
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鋼桁の温度変化による沓モルタルのひび割れ発生 

１．工事内容

本工事は、平成17年度～平成18年度に

行われた災害復旧工事（橋梁上部工事）で、

鋼２径間連続非合成板桁橋で主桁６種桁の

内、１期施工として、先に４主桁を架設し、

床版工（別途工事）を行って、２期施工と

して供用開始後に残り２主桁の架設を行う

工事であった。

２．工事の経緯

１期工事の供用開始が平成17年の７月

に決定されており、架設工期も余裕がなく、

冬期間に架設を行う工程であった。

１月に桁を架設し、２月に防寒養生を行

いながらゴム沓のモルタルを打設した。防

寒養生は沓の廻りをシートで囲い、その中

に練炭ストーブを設置して行った。打設後

に沓のモルタル状況を確認したら、沓のモ

ルタルにひび割れが発生した箇所が発見さ

れた。（写真－１）

このため、発注者の了解を得て、沓座の

モルタルを斫り、アンカーボルトとモルタ

ルに隙間がないかどうか確認し、再度無収

縮モルタル（早強型）を打設する事になっ

た。（写真－２）これにより現場工程に遅

れが生じ、発注者に迷惑を掛けてしまった。
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３．原因

施工時期が１～２月で寒暖の差が激しい

時期は桁の温度変化による伸縮が顕著にな

ります。また、ゴムの弾性復元力によって、

下沓が温度変化によって動くことがありま

す。

今回の工事は、今までの経験上、桁が温

度変化で伸縮するのは上沓だけだと思いこ

んでしまい、下沓の固定を行わないで、モ

ルタルを打設してしまった事と、事前の検

討も不足していた事が原因です。

４．反省点

今回の工事では気温の変動による桁の伸

縮が沓のモルタルにどのような影響を与え

るか事前に検討し、さらに、下沓を固定し

ていれば、モルタルにひび割れが生じるよ

うな事はなかったと思います。現地工事で

は過去の経験から学ぶ要素が多いが、経験

だけに頼らず、事前にチェックリスト等に

よる検討を行い、必要であれば沓を固定す

る等の処置を講ずる事が重要であることを

痛感しました。

写真－１　沓モルタルのひび割れ状況

写真－２　補修完了

【技士会会員限定のおしらせ】

JCMマンスリーレポートと土木施工管理技術論文がＨＰ（www.ejcm.or.jp）から技士会会員限定で閲覧・

用語検索ができるようになりました。

１． （社）全国土木施工管理技士会連合会（JCM）のHP左側のサイト（技士会会員）を選択

２． 技士会員用へのログインで技士会員用画面にロ

グインIDとパスワードを入力（ログインIDとパス

ワードのお問い合わせは、各所属技士会にお願い

いたします。）

３． JCMマンスリーレポート・土木施工管理技術論文の公開を選択してください。


